
 

 

 

 

 3月 1日、『東日本大震災津波 4年のつどい』（復興岩手県民会議主催）が陸前 

高田市の高田総合営農指導センターで行われ全県各地から 230人が参加 

し、会場は立ち見も出、超満員の盛況のつどいとなりました。  

 つどいは、前日から被災地調査で大船渡市・陸前高田市を訪づれてい 

た小池晃副委員長・参議院議員が「被災地の現状は厳しく復興が遅れて 

いる。とりわけ、被災者の住宅再建への国の支援は急務であり、その実現にむけ 

             国会でも全力を尽くす」とあいさつしました（写真右上）。 

☆    ☆    ☆    ☆    ☆  

               戸羽太・陸前高田市長が「陸前高田市の復興状況と課題、そして希

望ある未来へ」と題して約 1時間にわたって記念講演を行いました。 

               現状について「資材高・人件費高・消費税増税などの影響で高田東

中学校（3校統合）の新校舎建設の入札最低価格が市の予定価格より

も 6億円も上回り応札不調になった、設計見直しからやり直しせざる

をえないなど工事が大幅に遅れている」と現状を告発。仮設暮らしの

被災者も 4年間の仮設暮らしで限界に達していると指摘。 

「陸前高田市は大きな被害をこうむり『ゼロからのスタート』となっ

た。したがって私は単なる“復旧”ではなく“復興”を果たすことが大切と思う、私は『ノーマライ

ゼーションのまちづくり』を復興の柱に進めてい 

く。市の限られた予算の中では限界がある。政治 

本来のあり方は“困っている人にこそ手を差し伸 

べる”ことと思っている。私はこうしたことを、 

“政治の師”と仰ぐ故中里前市長から学んだ」と 

語り、市民の要望をつかんで社会的弱者に優しい 

“オンリーワン”のまちづくりを進めると語りま 

した（写真上）。つどいのオープニングには地元 

米崎小学校児童による重倉太鼓の演奏（写真右）。 

 記念講演の後、「被災地の今を語り合う」と題して、市商工会、建設業協会、市被災者支援室、市

社会福祉協議会の代表 4人の方々から現状がリアルに報告されました。「中心市街地の再生のため商 

工業者などから意見を聞いている。約 120の業者が希 

 望しているが、店子で商売やっていた方には何の助成 

 もないなど解決しなければならない課題も山積」「社 

 協の支援員が『お茶っこの会』などで被災者の悩みを 

聞いている。仮設自治会などで先導役の方々が仮設か 

ら出て行くことになり、残された人たちは“引きこも 

り”ぎみになっている、また“交通難民”も多くなっ 

ている」「陸前高田市の住宅再建独自支援策をさらに

充実させたい」など訴えていました。司会は斎藤信県

議会議員が行いました（写真左）。 

 


